
平成28年度下期中国地区印刷協議会開催

　中国地区協議会　中本俊之会長挨拶

　全印工連　細井俊男副会長挨拶

　各委員会からの報告

第９回 常任理事・拡大理事会開催

常設委員会合同開催

「2017印刷産業夢メッセ」第1回三役会議開催
　開催告知ポスターの公募

青年部会より　　部会長　後藤 智治
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事務局だより
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　桜のシーズンです。東京では昨年と同日３月 21 日に桜開花
宣言が発表されました。広島は 3 月 27 日で昨年より 4 日遅い
とのことです。日本では各地いろいろ名所がありますが、皆さ
んの近所にもきれいな場所がいっぱいあると思います。写真は
ある団地の通りを車で走っているときれいに咲いている場所が
ありましたので思わずシャッターを押しました。
　ソメイヨシノ開花宣言は、気象庁や気象台は標本木を定めて、
毎年同じ木を観測するようにしています。東京は靖国神社、広
島は縮景園にあります。
　また、春といえば球春。広島東洋カープは今年はぜひ“日本一”
になってほしいものです。皆さんで応援しましょう。

「桜満開・ソメイヨシノ」
広島県西部の有る団地 
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大塚泰文岡山県工組理事長挨拶要旨

中本俊之中地協会長挨拶要旨

　平成 28 年度下期中国地区印刷協議会が、２月 17 日
（金）午後２時 00 分よりアークホテル岡山において、
全印工連から、細井俊男副会長、生井義三専務理事、中
国五県の各工組から理事長、役員が、また、今回は四国
地区の奥田章雄会長（香川県工組理事長）がお互いの地
区協の開催模様を学ぶとしてオブで参加され総勢 42 名
が出席し開催された。

会議次第
　・岡山県印刷工業組合　大塚泰文理事長挨拶
　・中国地区印刷協議会　中本俊之会長挨拶

　今朝から小降りの雨ですが、今
年は、日本海側は大雪ですが、岡
山の南部は小雪舞うくらいの程度
でまったく積もることはない、平
穏な日々を過ごしております。
　今日も業界や、全印工連、いろ
んな事業について議論がなされる
と思いますが、実はなかなか最近うまく人が雇えないな。
なんでだろう。有効求人倍率が、岡山が全国でいま３位
ぐらいです。採用難というか、なかなか人が集まらない。
１位は東京です。東京のほうは大変だというのはわかり
ますが、２位が福井で３位が岡山。これ、しばらく続く
のだろうと思います。なんとか業界のアピールを行い、ぜ

　昨年６月、鳥取での上期の中地
協から早くも下期ということにな
りました。今年度もあと１ヶ月と
いうことになりますが、私にとっ
ては２回目の中地協ということ
で、まだまだ緊張が解けていない
というのが本当のところです。
　さて、今年に入り、トランプ大統領のニュースは毎日
あって非常に注目され、原発事業の東芝が 1912 億円の
マイナスの債務超過、さらにもうひとつ、バタバタとし
ているのが働き方改革で、残業時間が月平均 60 時間、
年 720 時間ということが問題になっています。労働力不
足から、本当にどうやって長時間労働の是正と、そして
製造には欠かせない生産性の向上を両立させればいいの
か。我々の業界も、非常にこの問題に対して直面してい
かなければならない。そういう年明けなのかなと思いま
す。
　一昨年、「全印工連 2025 計画、新しい印刷産業へのリ・

ひとも人に来てもらえるような産業にしていかなきゃいけ
ないと最近思っております。
　皆さんのところはどうされるのでしょうか。来週から
プレミアムフライデーです。まだまだ導入されるところ
は少ないですけど、今朝もネットのニュースで、経団連
のほうでは、月に１回ぐらいなら早く帰っても仕事に支
障はないだろうというコメントを出されている。これも
どうかなと思いますが…。そんなことを含めて、採用で
あるとか労務関係がますます大変なことになると思って
いるところでございます。
　このあと、しっかりとご討議いただいて…。地区協は
前回６月、10 ヶ月ぶりなので、いろんな情報交換を活
発にしていただければよいのかなと思いますので、よろ
しくお願いいたします。本日はありがとうございました。

デザイン」を掲げられました。昨年、臼田会長が、
2025 計画の解説をされた中で、印刷産業の発展に必要
ということで「企業も地元も幸せだ」というふうに話を
されました。具体的には、やはり地元の企業・機関・団
体、そういった幅広いネットワークを持っている印刷会
社だからこそ、地域をまとめられますし、地域の課題に
向かっていけるのも、我々であります。実際に６割～７
割は地域活動に取り組んでいる例がございます。単なる
受注産業ということではなくて、「うちはこういうこと
も出来ますよ」といった潜在能力というのをキーワード
にして…。
　今年の page も、２月の８・９・10 の３日間、東京
で行われ、７万人弱集まったと聞いております。２階の
窓口の受付も非常に長い列ができて、すごいなと私も印
象として持ちました。昨年のキーワードが「未来を創る」
で、今年は「ビジネスを創る」ということで、いろんな
提案がなされたということです。昨年の「コトづくり」
というところから、今年度はマーケティングを含めた「コ
トづくり」です。そのためには人材育成だよ、人づくり
だよということが話として出ています。ぜひ、我々の中

　・全印工連　細井俊男副会長挨拶
　・生井義三専務理事から全印工連の事業説明
・議事
　平成 29 年度上期中国地区印刷協議会開催の件
　　６月９日 ( 金 )　島根県松江市で開催決定
　・分科会討議
　・分科会報告
　・閉会
　　以上を午後６時
　に終了した。

平成 28 年度 下期中国地区印刷協議会開催
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細井俊男副会長挨拶要旨

地協をしっかり活用していただいて、人づくりの和を広
げていければなと思っております。
　今日一日、皆さんにとって有意義な時間となりますこ

　日頃より全印工連に対しまして
ご支援、ご協力を賜りましてお礼
を申し上げます。ありがとうござ
います。
　初めに、昨年 10 月の全印工連
文化典福島大会で、全国から 710
名が参加され、中小企業印刷業の
団体団結力、パワーを大いにアピールできたと思ってお
ります。
　また、昨年は自然災害が多く、４月に熊本県を中心と
した地震、８月には北海道に台風が上陸、10 月は鳥取
県の地震、その後も、福島、茨城で大きな地震が続いて
おります。そして、年末には糸魚川市で大規模火災、こ
れも自然災害だと思いますが、なんとなく年々自然災害
が増えて、これも地球温暖化かわかりませんが、災害へ
の備えがますます重要になったということだと思いま
す。
　このような自然災害が、個人消費の伸び悩みなどの影
響により、不安定な景気はなかなか回復しないというの
が実感ではないかと思います。
　さらにアメリカでは、政治経験のないトランプ氏が大
統領に就任し、今後、打ち出す政策がどのようになるも
のなのか注目。そしてイギリス EU 離脱、そういった意
味では先の読めない、見通せない状況がしばらく続くの
ではないでしょうか。
　さて、全印工連では昨年５月に新しい事業計画を策定

し、新しい事業への委託調査事業を受託するなど、活発
に事業展開をしております。
　これまで地区協は、全印工連からの報告など一方通行
のものが多く、またその報告が県工組内で広がっていれ
ばいいのですが、必ずしもそうではないと言っていい問
題があると認識をしております。全印工連、地区協、工
組が連携して情報伝達をまず行って、組合員に対してメ
リットを打ち出せるように考えております。特に分科会
の運営についても報告が主体となり、各県の近況状況の
発表で終わってしまっているケースが多いというのが実
態でございます。出席者が積極的に協議を行い、意見を
出し合い、その中から地域の意見を集約して吸い上げる
という機能がないということが現状であると思います。
　そこで第一段階としては、分科会で言いたいことやお
願いしたいこと、議論すること、報告すること、以上３
つを明確にしてメリハリをつけた運営に心がけてまいり
ます。今後、全印工連の常任役員会や理事会でコンセン
サスを受けながら、地区協の運営方法の全体を考えてい
きます。
　結びになりますけれども、全印工連では平成 28 年度

「志あふれる印刷産業へ、期待される価値を求めて」を
テーマにあげました。2017 年は飛躍の年にし、先の教
え、先輩方の教えに学び、伝統をしっかり引き継いだ上
で、新たに挑戦という気概を持って、組合員の皆さまに
勇気と元気がでるように積極的に事業展開を行ってまい
ります。全印工連に対しまして、引き続きのご支援、ご
協力をお願い申し上げまして、私のご挨拶とさせていた
だきます。

とを祈念申し上げまして、私からの挨拶とさせていただ
きます。本日はよろしくお願いします。

情報/文化/創造
とんがったマルで未来を見つめる

E-mail：info＠sskp.co.jp 　http：//www.sskp.co.jp
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全印工連事業説明全印工連事業説明

広島県工組での報告

各委員会からの報告

　全印工連の生井専務理事から、「①
事業承継センターの開設とそれから事
業承継セミナーの開催、② CSR 認定
の募集、③経済産業省コンテンツ産業
強化支援事業の受託及び推進、④官公
需取引に関するアンケート調査の結果、⑤遠隔教育シス

●組織共済委員会は、
小下恵壮委員長が報告
●教育研修委員会は、
宇都宮公徳委員長が報
告

● DTP 技能検定運営委員会は、石井
千之委員長が報告　今年度２級検定６
名が受験 29 年度も継続予定

　午後３時 20 分から理事長会及び各分科会が各会場に
分かれ、当面の諸課題等について討議が行われた。
　再び全体会議が招集され各分科会の討議内容が各委員
長から報告された。

【経営革新マーケティング委員会】
　細川俊介委員長（広島）から「①事
業承継支援センターの開設と事業承継
セミナーの開催、②共創ネットワーク
通信の活用、③ソリューションプロバ
イダーへのステップアップガイドセミナーの開催、④勝ち
残り合宿ゼミの開催」などの意見交換内容について報告。

【環境労務委員会】
　中川隆委員長（広島）から「①環境
マネジメントシステムの認証・認定、
②環境推進工場登録制度、③環境マネ
ジメントシステム ISO14001 取得支
援事業、④オフセット印刷工場用 VOC 警報機の販売、
⑤グリーン購入法の調達判断基準、⑥育児介護休養法の
改正、⑦平成 28 年度地域別最低賃金の改定、⑧産業廃
棄物の適切な処理、⑨ 36 協定の締結についての周知啓
発」などの意見交換内容について報告。

【組織共済委員会】
　竹田圭佐委員長（山口）から「①組
合員数、共済等の現状報告、②生命共
済の更新処理、③平成２９年度の共催
キャンペーン工組（広島県・山口県）」
などの意見交換内容について報告。

【教育研修委員会】
　西尾源治郎委員長（岡山）から「①
次年度の技能検定「製版職種（DTP
作業）」実施への普及啓発、②印刷営
業講座のカリキュラム改定、③新教育
システム遠隔システムの利用、④平成 28 年印刷営業講
座、管理営業講座の認定試験実施」などの意見交換内容
について報告。

【ダイバーシティ推進委員会】
　吉岡ゆかり委員（広島）から「①ダ
イバーシティ「印刷業で働く多様な人
材の活用」アンケートの結果、② 29
年度は、セミナーの開催やモデル就業
規則の策定、③ダイバーシティ経営」などの現状報告。

テムの導入、⑥ダイバーシティ「印刷業で働く多様な人
材の活用」アンケートの結果、⑦第 10 回 MUD コンペ
ティションの審査結果、⑧オリックス自動車との連携に
よる組合員限定サービス、⑨アクセス監視ログシステム
の紹介事業、⑩オフセット印刷工場用 VOC 警報機の普
及拡大、⑪クラウドバックアップサービス事業の普及拡
大、⑫全印工連フォーラムを開催、などの概況説明があっ
た。
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中国営業所
〒732-0824 広島県広島市南区的場町1丁目2-21 広島第一生命OSビル内
　　　　　　　TEL：082-264-6451　FAX：082-506-1757
本社/ホワイトカンバスMON-NAKA
〒135-0044　 東京都江東区越中島1-1-1 ヤマタネ深川1号館1階
                         TEL： 03-5621-8266   FAX： 03-5621-8379

　　　             　 
   

中四国支店 〒730-0802 広島市中区本川町2丁目6番11号
TEL 082（232）9261　FAX 082（292）5976

岡山営業所 〒700-0926 岡山市北区西古松西町5番6号
岡山新都市ビル704

TEL 086（245）1081　FAX 086（245）1326

高松営業所 〒760-0079 高松市松縄町1030番地6
サニープレイス松縄202

TEL 087（815）0634　FAX 087（815）1634

「第８回 常任理事会・拡大理事会」開催

常設委員会合同開催
各委員の 41 名の仲間が一堂に会し語り合い！！

　２月 27 日（月）午後２時 30 分から、KKR ホテル広
島において常任理事会を、理事長、副理事長、常任理事
７名の出席で開催し、午後３時 10 分から拡大理事会を
理事、監事 19 名が加わり 26 名が出席して行われた。
　はじめに、中本理事長から ｢今日は、議題にもありま
すとおり、今年も夢メッセを開催します。組合運営上な
くてはならない事業です。皆さんのご協力があっての夢
メッセですのでよろしくお願いします。この後、常設合
同委員会を一堂に会して開催します。全印工連がいまど
の方向に向いて行っているか、唯一の報告会です。皆さ
んは、それを支部会等で報告してください。そして、そ
の後懇親会となっております。長丁場となりますが、皆

　平成 28 度下期中国地区印刷協議会（２月 17 日岡山
市開催）を受けて、本年度第２回目の委員会報告が２月
27 日 ( 金 )KKR ホテル広島において開催された。
　始めに、中本理事長から「今回の中地協で新しい試み
として、四国の地区協会長とお互いの開催模様を勉強し
ようということで、四国から来ていただき、１週間後に
私は四国地区協に参加しました。四国は地区協開催前に
理事長会があり、各県工組からの報告を事前に打ち合わ
せて開催する。といった形で行われましたが活発な意見
があり活気ある地区協でした」と挨拶があり委員会を開
催した。

　この委員会は、支部内だけでなく支部外の人達と交流を図ることを目的とし、全員が何処かの委員会に所属する。その
実現の場が地区協議会の後にその報告を兼ねた委員会として当初発足。所属支部間を越えた組合員同志が、意見を交わし
親睦を図り、交友を増やし信頼を増す場であり、この厳しい経済情勢の中どのようにして乗り切るか、また、お互いの業
態変革は如何にしているかなど、相互啓発を目的としたもので、まさに組合の原点である。また、各支部会でこの委員会
模様を報告することとなっているが、近年この委員会への出席者が少なく、各委員会の出席者の人数が凸凹しており、前
回に続き、今回も全委員会が１つの会議室に集まり、各委員会の委員長が地区協委員会の報告を行う方法で実施すること
とした。
　細井副会長が述べられたように、一方通行の報告会でなく分科会を充実し、相互の意見交換の場でなくてはならない。
次回からは、各支部から各委員の代表者に参加いただき、個別に委員会を開催したいものです。

さんのご協力をよろしくお願いします」との開催の挨拶
があった。
議題

（１）平成 28 年度下期中国地区印刷協議会報告について
（２）2017 印刷産業夢メッセ開催ついて
　　　出展のご案内・ポスター募集

（３）平成 29 年度の行事予定（案）について
（４）組合員の異動等（いんさつ広島に掲載）
（５）㈱広島印刷会館と広島県印刷工業組合の今後
（６）その他 （環
境啓発ポスター
配布について）

　各委員長は、15 分～ 20 分程度で順番に地区協委員
会での討議内容の報告を行った。
　会議終了後、一堂が懇親会の場に集まり、中本理事長
の挨拶と乾杯で始まり、終始和やかなムードで２時間は
あっという間に過ぎた。
　最後は細川副理事長の“三本締め”で締めくくった。
　注．議題・報
告についての内
容は、前ページ
の中地協の各委
員会と同様
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【2017 印刷産業夢メッセ第 1 回三役会議開催】
10月20日（金）・21日（土）開催　―『つながり』という未来づくり ―

第 13 回 2017 印刷産業夢メッセ開催告知ポスターの公募

〜　応募要項　〜

　2017 印刷産業夢メッセ第１回三役会を２月 23 日
（木）に、12 時 00 分から広島印刷会館で、県工組、中
国印刷機材協議会役員 17 名が出席し開催された。
　中本実行委員長から「KKR ホテル広島に於いて開催
される夢メッセは今回が最後になりますが、今日は第１
回目の三役会です。皆さんと一緒に協議し進めていきま
すのでご協力をお願いします。また、第 14 回 2018 夢
メッセ開催の場所についても、予算、部屋数、立地条件
等を考慮し、模索中です。また、いろいろ案を出して皆
さんと協議し決定していきたいと思っております」と挨
拶があり、会議に入った。

【議題】「2017 印刷産業夢メッセ」
(1) 開催について 【10 月 20・21 日（金・土）開催】
(2) 基調講演講師選定について
　　１日目：全印工連会長　
　　２日目：各自が次回までに選定し報告
(3) 出展・広告依頼について
　　３月上旬に郵送
(4) 開催告知ポスターの公募について
(5) スケジュール（案）について
(6) その他

１．応募資格：広島県印刷工業組合員及び印刷関連団
　　体並びに大学・専門学校に在籍の学生各位
２．作品：Ａ２サイズで原寸をプリントアウトしお送
　　りください。なお、応募された作品は返却しません。
　　入賞作品の著作権は組合に帰属するものとします。
３．使用色：片面４色 ( デザインにより１色や２色、４
　　色も可 )
４．記入必須項目

　　① 名称：第 13 回 2017 印刷産業夢メッセ
　　② 会期：10 月 20 日（金）、21 日（土）
　　③ テーマ：『つながり』という未来づくり 
　　④ 会場：KKR ホテル広島　
　　　 〒 730-0004 広島市中区東白島町 19-65
　　⑤ 主催：広島県印刷工業組合
　　　　　　 中国印刷機材協議会
　　⑥ 主管：2017 印刷産業夢メッセ実行委員会
　　⑦ 協賛：広島県洋紙商連合会、広島県製本工
　　　　　　 業組合、中国グラフィックコミュニ
　　　　　　 ケーションズ工業組合、日本グラフィッ
　　　　　　 クサービス工業会広島県支部、中国
　　　　　　 地区印刷協議会
　　⑧ 『夢』のロゴ：右下の 11 項目参照

５．使用素材：自由
６．応募作品：自作で未発表のオリジナル作品に限る
７．応募方法：事務局宛に必要事項を記入の上、郵送
　　記入事項は、 ①応募者氏名 ②社名・学校名
　　③連絡先 ④作品テーマ（制作意図） ⑤使用 OS　　
　　⑥制作ソフト（バージョン記入） ⑦使用書体名
　　注．④の制作意図は、作成にあたっての思い、考
　　え方を 200 字程度で記入のこと
８．応募締切：平成 29 年５月 22 日（月）　“必着”
９． 賞 ：グランプリ 　１点（商品券５万円）、
　　　　　準グランプリ ２点（商品券各２万円）、
　　　　　佳　作 　　　数点（図書カード）　
　　発表：審査結果は、入賞者宛通知いたします。　
　　　　　なお、グランプリ、準グランプリの方につ
　　　　　いては 10 月 21 日の座学会場で表彰式を行
　　　　　う予定です。　
１０．その他：採用ポスターについては後日データの
　　　提出をお願いいたします。
１１．『夢』のロゴ

注．ロゴのデータは下記の組合に
ありますので、必要な方はメール
で送付します。ご連絡は下記メー
ルアドレスでお願いします。

広島県印刷工業組合内　広島市中区十日市町１丁目６－２７
TEL：082-293-0906　FAX：082-293-0954　Mail: h.inkumi@estate.ocn.ne.jp 

お 問 い 合 せ
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【青年部会より】

　昨年５月青年部会総会より部会長を僭越ながら拝命
し、あっという間に９ヵ月がすぎてしまいました。
　青年部会での活動は総会から始まり、納涼会・メモ
帳配布・中国ブロック協議会・2016 印刷産業夢メッセ・
忘年会・新年互例会等携わってきました。その中で、
2016 年 10 月 14・15 日開催の夢メッセは、青年部会
として今まで「MUD」セミナーを取り組んでまいりま
したが、2016 年より別セミナーを取組むことが決まり、
青年部会皆と意見を出し合い「ファインペーパーの開
発と提供」をテーマとし、㈱竹尾 竹尾副社長を招いて
セミナー開催致しました。
　また、思い返せば５年前に青年部会に入会し、１年
目には全国青年印刷人協議会中国ブロック山口大会に
参加させていただき、当時全青協ブロック大会では「ブ
ランディング」というテーマでワークショップを行い、
中国５県の青年会の方々と協議会で意見交換し、テー
マに沿って「ブランディング」を作り上げ、それぞれ
発表・感想を述べ、協議会終了後の懇親会を通じて、
また皆様と交流を持ち各県の色々な取り組みや悩み等
聞けたことが新鮮でした。さらに協議会の開催地が毎
年変わり、前年参加できなかった青年会の方々が地元
開催県では多く集まり、また広く交流出来たことが刺
激になり、自分自身の行動指針に繋がって行きました。
　現在、広島県青年部会部会長ではございますが、そ
れと昨年２月より全青協中国ブロック副議長も拝命し、
全国９ブロック副議長の方々とも交流し、ブロック大
会のテーマを幾度か協議しあった結果、アライアンス
によるソーシャルネットワークの重要性・経営者・社員・
地域のコミュニケーションで、イノベーションを起こ
す「未知の創造」がテーマに決まり、昨年 10 月８日に
岡山県で開催しました。今まで青年部会先輩方と一緒

に各県ブロック大会に参加した経験と、岡山県青年部
会の方のおかげで担当副議長として無事協議会開催出
来ました。
　また、今年の２月 11 日には全青協第 30 回全国協議
会記念大会を東京都のホテルアジュール竹芝で開催し、
全国青年会より 120 名ほど集まりました。特別奉演の
神楽から始まり、１年の事業報告・チームビルディン
グ体験・ワークショップ・30 回記念座談会を行いまし
た。記念座談会では歴代全青協議長をパネラーとして、
過去の活動・現在の活動・今後に向けて全青協の「未
来の提言」を熱く語っていただきました。
　短い期間に様々な素晴らしい体験や活動をさせてい
ただいたこと、青年部会には大変感謝しております。
自身の仕事・コミュニケーション力の自己啓発に繋が
り、また青年部会員だからこそ出来ることを目的とし
て活動していきたいと思います。
　今後とも宜しくお願い致します。

１年間の青年部会を振り返って
青年部会 部会長

（株式会社インパルスコーポレーション）
後 藤 智 治
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◎ 組合のうごき

2017夢メッセ第２回三役会
第8回常任理事会、第9回拡大理事会

産業戦略デザイン室会議9日

ダイバーシティ推進室委員会6日

３
　
月

４
　
月

福山支部勉強会15日

第６回全印工連常任役員会21日

28日

東　京

東　京

福　山

組合会計監査
12日

印刷会館会計監査・取締役会

常任役員会、理事会、情報交流会25日

印刷会館

東　京

東　京

KKRホテル
広島

2017印刷産業夢メッセ第3回三役会
第1回常任理事会、第1回拡大理事会26日 KKRホテル

広島

事務局だより

　３月 15 日 ( 水 ) に福山支部価値組委員会の３月 ( 第
169 回 ) 例会を開催しました。今回は、特別に広島か
ら中本理事長 ･ 中川副理事長 ･ 西村事務局長にお越し
頂きました。
　今回は、『2017 業態変革 実践！ワイガヤ会 』。最初
に中本理事長さんから「印刷業界を取り巻く環境」と
題してご講演からスタート。まずは現状を直視しよう
ということで、全国の、広島県の、そして福山エリア
を取り巻く環境を分析した資料に基づいてお話から。
なかなか厳しい数字を目の当たりにすると、キュッと
身の引き締まる思いでしたが、講演の最後にしてくだ
さった、われわれがこれから目指すべき業界の将来に
ついての“熱い”お話に、皆んなの体温が一気に上がっ
た。そんな風に感じました。場所を移しての第２部の

【福山支部３月例会】

2017業態変革 実践！ワイガヤ会
懇親会は、その上がった体温のまま、あちこちで熱い
トークが展開され、ホント文字通りのワイワイガヤガ
ヤ“ワイガヤ”で、しかも前向きで楽しいトークでした。
新しいアイディアとかヒントとか、けっこうこうした

“ワイガヤ”話す
中で産まれてき
たりする。新し
い動きが始まり
そうな予感がし
た３月例会でし
た。（田頭）

◎組合員の異動
【脱　退】　　商　　号　株式会社菁文社

　　　　　　脱退年月　平成 29 年３月 ( 備北支部 )

商　　号　有限会社北川美術印刷
脱退年月　平成 29 年３月 ( 備北支部 )

県工組通常総会、印刷会館株主総会
開催のご案内

　次のとおり、通常総会及び株主総会を開催
しますので、万障お繰り合わせのうえご出席
ください。
▼広島県印刷工業組合 平成29年度通常総会
　日時　５月 19 日 ( 金 )　午後４時 30 分
　場所　リーガロイヤルホテル広島
▼株式会社広島印刷会館 第44期定時株主総会
　日時　５月 19 日 ( 金 )　午後５時 30 分
　場所　リーガロイヤルホテル広島
　両総会終了後、午後６時から、同ホテルで
広島県印刷工業組合主催の懇親会を行います


